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表紙の写真：デンマークのオールボーという町の風景
オールボーはデンマークＳＴＴのあるシケルボーの北に位置し，ユトランド半島にあります。リムフィヨルドに囲まれ，海に面したこの賑やかな
港町は1000 年の歴史を持つデンマーク第 4の都市でかつてはヴァイキングの拠点として栄えました。現在はオールボー大学のある学園
都市として知られます。

　ツミ（雀鷹）は鷹の仲間では一番小さな

鳥で，平地から山地の森林に生息し，多摩

地方では時々家の近くで営巣していたと新

聞に掲載されることがあり，最近増えている

ようです。単独またはペアで生活していて，

針葉樹の樹上に木の枝を組み合わせた巣

を作り，羽化して３０日くらいで巣立つので，

この写真の幼鳥も巣立ち直後に枝に止まっ

てくつろいでいるところのようです。鷹の

仲間なので，主に小型の鳥類を食べるほか，

小型の哺乳類，爬虫類，昆虫などを食べま

す。巣の卵や雛をカラスから守る防衛行動

があるので，他の野鳥がこの防衛行動の範

囲内に巣を設ける場合があるようです。こ

の写真のように，鳥の羽はそれぞれ特徴の

ある模様をもっているので，１２枚ある尾羽

など１枚でもどの鳥のもので何番目の羽と

いう特定が出来る場合があります。雑木林

の中で鷹に襲われた鳩などの羽が散乱して

いるところに出会うことがあります。きれい

な羽を拾った場合は，必ず手を洗ってから

物を食べるようにしてください。また，みど

りの森博物館周辺はオオタカの生息密度の

高い所なので，天気の良い日は飛んでいる

姿を見ることがあります。
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四季の鳥・夏（ツミ（幼鳥））
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